職種：接客サービス

職務：客室
【概要】

お客様をお迎えした後、客室にご案内し、館内や客室の説明を行うとともに、お客様からの問い合わせやご要望に迅速・的確に対応する仕事。

ここでいう「客室」には、客室で食事をされる場合の配膳・後片付け、お酒の提供、食後のルームサービス、寝具の準備、収納等の仕事も含めている。

【仕事の内容】

お客様がお見えになったら、荷物を持ちフロントにご案内する。チェック・インの後、客室にご案内して館内及び客室の説明を行う。周辺観光施設や歴史、地理、名産品等さまざまなご質問を受ける場合があるので、最新の知識を習得してお客様に対応する。

お客様から食事の時間・内容、明日の予定等に関してお問い合わせや要望が寄せられた場合には、的確に回答することが求められる。

お酒を楽しみにされているお客様には、料理に適した酒類の提案を行う。必要に応じて、食後のルームサービス等についても提供する。

和室の場合就寝時間に合わせて寝具を準備する。また、翌日以降、お帰りになった後などに寝具を収納する。食事や寝具の準備は時間帯が限られるので、事前準備を徹底して効率的に業務を行うことが必要である。
【求められる経験・能力】

(１)　新卒者の場合、必ずしも旅行関連の学校を卒業する必要はないが、サービス業としてのホスピタリティなど旅館の特性の理解は重要となる。お客様に好感をもたれる明るさやコミュニケーション能力なども重要である。
(２)　経験者を採用する場合は、即戦力として実務を効率的に行う能力が必要であるが、旅館はサービスに特徴があるので、サービス内容をよく理解して行動することが求められる。

(３)　お客様係（仲居）は、お客様に接する時間が長く、旅館全体の印象を決めてしまうので、お客様の気持ちを十分理解して行動することが求められる。

(４)　今後、外国からのお客様が増加することも予想されるので、必要に応じて英語、中国語、韓国語等の外国語の習得が求められる場合がある。
【関連する資格・検定等】

日本の宿　おもてなし検定（日本の宿おもてなし検定委員会）

利き酒師（日本酒サービス研究会・酒匠研究会連合会）

実用英語技能検定（日本英語検定協会）
TOEIC（国際ビジネスコミュニケーション協会）

【労働省職業分類（小分類）との対応】

371　飲食物給仕人
　371-12　ウエイター・ウエイトレス

371-13　ソムリエ

372　身の回り世話従事者 

372-10　旅館・ホテル接客係
372-11　旅館・ホテル案内係

372-13　旅館・ホテルサービス係
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